


















おおぐま座 SU型矮新星 (SU UMa型矮新星)は矮新星の中でも特に軌道周期が短く、








現在知られている SU UMa型矮新星は 300天体以上であるが、これらの振る舞いは多
様性に富んでおり、既存のモデルでは説明の困難な観測例が見受けられるようになってき








それらの中から、TSS J022216+412259(TSS J0222)と EG Aqrについて紹介する。
TSS J0222は 2005年 11月に初めて増光が発見され、観測の結果、superhump 周期




類し (type-A, B, C)、これらの再増光現象の多様性の原因の一つに、系の軌道周期と静穏
時の粘性パラメタ αが大きな役割を果たしている可能性を指摘した。
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左図: TSS J0222の光度曲線。通常の SU UMa型矮新星では約 2週間程度の緩やかな減光
の後、急速減光を経て superoutburstを終了するが、今回の観測では急速減光の後 (HJD




で superhump周期が 2%も減少した。このような観測は軌道周期の長い SU UMa型矮新
星において初めての例である。
(今田 明 記)
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